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JR・近鉄松阪駅より徒歩15分
市内バス市役所前(松阪)下車徒歩5分
自動車：
国道166号線鎌田町交差点を西へ1㎞
伊勢自動⾞松阪ICより5㎞
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現
代
語
訳

「
日
本
人
で
あ
る
私
の
心
は
、

　
朝
日
に
照
り
輝
く
山
桜
の
美
し
さ
に
、

　
た
め
息
が
出
る
ほ
ど
、
そ
の
麗
し
さ
に
感
動
す
る
、

　
や
ま
と
こ
こ
ろ
な
の
で
す
。﹂

志
き
し
ま
の 

や
ま
と
こ
こ
ろ
を 

人
と
は
ば

あ
さ
ひ
に
に
ほ
ふ 

⼭
さ
く
ら
花

本居宣長大人
もとおりのりながうし
（鈴屋大⼈とも称される）

本居宣長大人は松阪が生んだ江戸期を代
表する国学者です。著作「古事記伝」は、
宣長が三五年かけて完成させた古事記の
注釈書で国学研究の最高峰とされていま
す。
賀茂真渕大人を師と仰ぎ、古事記の研究
でわが国体と古道を解明して、清明の大
和心を恢弘し、民族精神の自覚を促す思
想学説から語学、文字、史学等各方面の
創建に富み、殊に国学に著しい社会的進
展を与えました。
この国学が明治維新改革の原動力となり
ました。
宣長は歴史をふりかえり、日本人のアイデ
ンティティを深く探求した人でした。
「もののあはれ」という考え方は日本人
固有の感性の発見として示唆に富むもので
あり、全くの独創です。
それまで（江戸中期まで）漠然と習俗化
していた土着信仰に正当な思想性を与えた
のも宣長の大きな成果で、その影響は私
たち現代人にも少なからず及んでいます。
八百万の神の前で常に謙虚であろうとす
る日本人の精神性にしっかりとした支柱
を打ち立てた大思想人は、いま四五百の
森に静かに祀られています。 本居宜長四⼗四歳の⾃画像（本居宣⻑記念館）
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本居宣長ノ宮奉賛会
本居宣長ノ宮の奉護に努めて参ります。本奉賛会の趣旨は、本
居宣長大人が研究した伝えたかった志をより良く皆様に認知し
て頂く活動として、本居宣長ノ宮のご奉仕と皆様とのご縁の絆
を繋ぐお役割を主としております。
本会の趣旨をご理解いただきまして、本居宣長ノ宮との深いご
縁をお結びいただければと思います。

  ご入会方法
添付の郵便振込用紙に必要事項をご記入の上、郵便局又は郵便局払込機
能付きATMよりお振込み下さい。又は、社務所で受付いたします
　     郵便振替口座:00810-4-98983 �本居宣⻑ノ宮奉賛会

  会員種別と年会費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ���一般会員 ・ 正会員 ・  賛助会員 ・ 　特別会員 ・ 法人会員 ・ 名誉会員
     3千円      5千円    1口 1万円〜　  5万円       10万円　　30万円　 
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